
第 26 号
平成 30 年 10 月 1 日



2

第
26
回
作
家
展

会
期
／
前
期
　
平
成
29
年
11
月
10
日
（
金
）
〜
11
月
15
日
（
水
）

　
　
　
後
期
　
平
成
29
年
11
月
17
日
（
金
）
〜
11
月
22
日
（
水
）

会
場
／
さ
い
た
ま
市
大
宮
盆
栽
美
術
館

主
催
／
日
本
盆
栽
作
家
協
会

盆
栽
は
作
家
な
く
し
て
作
品
な
し

作
品
な
く
し
て
芸
術
な
し

盆
栽
は
、
十
年
手
元
に
持
つ
と
、
真
に
自
分
の
「
作
品
」
と
な
り

ま
す
。
十
年
と
い
わ
な
い
ま
で
も
、
最
低
で
も
五
年
は
手
元
に
持
っ

て
自
分
の
「
作
品
」
と
し
て
愛
情
を
か
け
て
欲
し
い
。

そ
れ
く
ら
い
心
の
余
裕
が
無
く
て
は
、
楽
し
さ
が
わ
い
て
こ
な
い
し
、

心
の
眼
も
、
真
の
審
美
眼
も
開
け
ま
せ
ん
。

そ
し
て
、
作
家
と
し
て
の
目
的
意
識
を
持
ち
、
個
性
的
な
作
意
と

創
意
で
作
る
。
そ
こ
で
初
め
て
芸
術
た
り
う
る
も
の
が
誕
生
す
る

の
で
す
。

日
本
盆
栽
作
家
協
会
は
、
盆
栽
界
の
発
展
の
た
め
に
真
の
盆
栽
の

「
作
家
」
を
育
て
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

第 26 回 作家展 （ 作品の説明をする山田会長 ）

前
　
期



白玉椿　鉢：紫泥正方　　山田登美男（埼玉県）
椿の種類は大変に多いのですが、盆栽界では昔から一重の赤花、そして白花が好まれており、その中でも数少
ない「白玉椿」が貴重とされています。椿はあたたかみのある葉形と色彩が特長です。白玉のような品位のあ
る咲き方が、椿の特長によく調和して美しい姿を見せてくれています。

寒ぐみ　鉢：和ルリ釉隅切長方　　今井 千春（神奈川県）
この寒グミは 3 年前に入手しました。当時はふた回り程大きく、幹が細く見えてしまっていたため、切込みと葉刈りを繰
り返し行い、ようやく現在の姿になりました。

もみじ（出猩々）
鉢：和鉢楕円

吹田 勇雄（宮城県）

この木は 15 年位前から
蔵者と二人三脚で作り込
んできました。大きかっ
た葉ばりも毎年追い込ん
だ結果、まさに形小相大
な姿に仕上がって来まし
た。雑木林の大自然を感
じて頂けたら幸いです。

五葉松　　
鉢：紫泥楕円

米沢 増雄（東京都）

鉢持ち込みと葉性の
美しい五葉松です。今
年のように雨の多い
条件下においても丹
精された状態が、双
幹の五葉松を引き立
てていると思います。



五葉松・銘「素老」  　鉢：紫泥隅入龍文正方　　須藤 雨伯（栃木県）
盆栽の「気」は作品の根、幹、枝などのリズム運動において現れ、虚実呼応の間に動き、作品の勢いに伴って現れます。
作品の線を重視した「気」と、人間の精神文化思想を作品に合わせることは、作品に満ち溢れる「気韻」を成します。

皐月（金采）　鉢：蕎麦釉袋式楕円　　塚田 博巳（茨城県）
幹の太さと比較して、太く大きくうねる枝は、自然の力強さとダイナミックさを感じます。皐月ではありますが、雑木
の味わいを表現してみました。

五葉松　鉢：中国丸
山崎 純一（富山県）

この五葉松は入手当
初、根が大きく鉢ば
かりが目立っていま
した。これを小さく
整え、正面を変更し、
培養してまいりまし
た。今後はより自然
環境の厳しさを表現
できるように努めた
いと思います。

五葉松
鉢：祐峰南蛮丸

阿部 健一（福島県）

実生 5 年生の苗木に曲づ
けをして地植にし、年数
をかけ少しずつ根を上げ
ていき、樹令 25 年の時
に鉢上げして最初の整形
をしました。それから更
に培養し、24 年が経っ
ています。左右の枝の長
短のバランス、上下の枝
に間をとることで各枝の
動き、流れを出していま
す。姿全体に少しでも自
然らしさを表現できるよ
う常に考えて盆樹に向き
合っています。
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今
年
も
作
家
展
が
11
月
23
日
〜
12
月

５
日
ま
で
第
27
回
展
と
し
て
盆
栽
美
術

館
に
お
い
て
開
催
す
る
は
こ
び
と
な
り

ま
し
た
。

第
一
回
展
は
、
東
京
・
芝
の
美
術
ク

ラ
ブ
に
お
い
て
床
の
間
付
き
大
広
間
を

貸
し
切
り
一
週
間
の
開
催
で
し
た
。
最

優
秀
作
品
に
高
木
財
団
賞
。
そ
し
て
作

家
協
会
賞
に
各
々
に
副
賞
と
し
て
50
万

円
が
授
与
さ
れ
た
。
但
し
、
審
査
を
担

当
し
た
常
任
幹
事
は
賞
対
象
外
扱
い
と

し
た
。

私
共
の
一
貫
し
た
考
え
方
は
盆
栽
文

化
の
向
上
と
作
家
の
育
成
に
よ
っ
て
社

会
に
貢
献
す
る
こ
と
に
あ
り
ま
す
。

し
か
し
、
今
日
我
々
が
初
め
て
使
っ

た
「
作
家
」
と
い
う
言
葉
の
み
が
盆
栽

業
界
に
定
着
し
た
の
は
い
さ
さ
か
皮
肉

な
も
の
で
あ
る
。

作
家
協
会
た
る
所
以
は
作
家
と
い
う

言
葉
が
入
っ
て
い
る
こ
と
に
あ
り
ま
す
。

第�

一
に
作
家
と
し
て
の
誇
り
が
あ
る

か
？

第
二
に
作
家
と
し
て
の
目
的
意
識
が

の
能
力
が
無
い
と
本
物
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。
や
は
り
自
分
で
姿
を
作
っ
て
、
こ

れ
な
ら
社
会
で
一
人
歩
き
で
き
る
姿
だ

か
ら
、
誰
に
買
っ
て
頂
い
て
も
楽
し
め

る
、
楽
し
い
だ
ろ
う
な
あ
と
い
う
そ
こ

ま
で
い
っ
て
初
め
て
そ
の
樹
が
作
品
化

さ
れ
、
名
前
（
銘
や
作
者
名
）
が
つ
く
。

あ
る
い
は
お
金
に
な
る
。
そ
れ
こ
そ
が

本
物
の
作
家
で
、
当
然
、
そ
の
姿
に
は

作
者
の
盆
栽
理
念
や
美
学
・
感
性
、
果

て
は
人
間
性
ま
で
が
反
映
さ
れ
る
こ
と

で
し
ょ
う
。

山
採
り
品
に
つ
い
て
も
、
回
し
台
に

乗
せ
て
ぐ
る
り
と
一
回
り
さ
せ
れ
ば
「
こ

こ
し
か
正
面
に
な
り
よ
う
が
な
い
」
と

い
う
正
面
が
見
い
だ
せ
る
も
の
で
す
。

そ
れ
が
見
切
れ
な
い
と
正
面
を
変
え
た

り
枝
の
振
り
を
変
え
た
り
、
迷
う
こ
と

に
な
る
。

た
だ
し
先
見
力
や
「
見
切
る
」
力
は
、

生
半
な
精
進
で
は
得
ら
れ
ま
せ
ん
。
こ

の
こ
と
に
気
付
い
た
私
は
、
有
志
と
と

も
に
「
盆
栽
作
家
」
を
目
指
す
勉
強
会

を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
ま
し
た
。
勉
強
会
か

あ
る
か
？

以
上
が
芸
術
家
の
資
格
で
あ
り
、
大

切
な
条
件
と
い
え
る
。

作
家
は
、
己
の
作
品
を
発
表
し
、
品

格
の
高
い
作
品
を
後
生
に
残
し
て
い
く

こ
と
が
社
会
に
貢
献
し
た
こ
と
に
な
る

と
の
考
え
は
今
で
も
変
わ
っ
て
い
な
い
。

私
が
２
０
０
２
年
に
雑
誌
『
近
代
盆

栽
』
の
「
新
・
盆
栽
温
故
知
新
」
に
取

材
を
受
け
た
一
部
を
以
下
抜
粋
し
て
み

た
い
と
思
う
。

私
の
若
い
頃
、
こ
の
業
界
は
扱
う
商

品
は
素
晴
ら
し
い
が
扱
う
人
（
人
間
性
）

に
は
改
善
の
余
地
が
あ
る
と
し
ば
し
ば

聞
か
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
盆
栽
名
品

を
芸
術
と
い
う
割
に
は
国
風
展
な
ど
の

陳
列
で
も
作
家
名
が
な
く
、
表
示
さ
れ

る
の
は
蔵
者
名
と
い
う
点
は
私
自
身
妙

に
思
い
ま
し
た
ね
。

盆
栽
作
り
に
は
、
先
見
力
が
不
可
欠

で
す
。
若
木
時
点
で
「
こ
の
樹
を
ど
う

作
ろ
う
？
」
と
考
え
、
10
年
後
20
年
後
、

さ
ら
に
は
50
年
後
を
脳
裏
に
描
く
。
そ

ら
ほ
ぼ
10
年
後
の
平
成
３
年
、
日
本
盆

栽
作
家
協
会
を
立
ち
上
げ
た
の
も
そ
う

し
た
活
動
の
延
長
で
、
コ
ン
セ
プ
ト
（
考

え
方
）
と
し
て
一
貫
し
て
い
る
の
で
す
。

盆
栽
と
い
う
の
は
飾
っ
て
あ
る
樹
を

ち
ょ
っ
と
見
た
程
度
で
は
本
当
の
良
さ

が
わ
か
り
ま
せ
ん
。
樹
の
前
に
座
っ
て

長
い
時
間
向
き
合
っ
て
初
め
て
わ
か
る

も
の
。
１
時
間
で
飽
き
る
よ
う
な
盆
栽

は
た
い
し
た
こ
と
が
な
い
の
で
す
。

そ
う
い
う
盆
栽
を
作
る
に
は
足
し
算

よ
り
引
き
算
が
肝
心
。
足
し
算
で
作
り

上
げ
た
盆
栽
は
案
外
飽
き
ら
れ
ま
す
。

も
う
一
ラ
ン
ク
上
を
目
指
す
な
ら
一
旦

足
し
算
で
作
っ
た
も
の
を
再
び
マ
イ
ナ

ス
す
る
。
そ
れ
で
初
め
て
本
格
の
盆
栽

に
な
る
。
本
物
の
盆
栽
美
や
味
わ
い
が

生
ま
れ
る
。
マ
イ
ナ
ス
す
る
の
は
美
学

と
勇
気
と
精
緻
な
計
算
が
必
要
で
す
。

三
年
後
に
は
、
私
共
の
作
家
協
会
は

30
周
年
を
迎
え
ま
す
。
そ
の
年
に
は
記

念
と
し
て
国
際
大
会
を
開
催
し
よ
う
と

考
え
て
い
ま
す
。

日本盆栽作家協会代表幹事

山田登美男

  盆栽「作家」への精進

《BONSAI》

協会設立記念式で挨拶する林屋晴三氏
（元国立博物館次長・美術評論家）

1991 年にスペイン・ゴンサレス首相が大宮盆栽村を見学。
ご案内する 山田会長と高木禮二 元高木財団理事長。



日本盆栽作家協会研修旅行 2018 年 8 月 27 日 〜 30 日

台湾・玉山国家公園 を訪ねて

日
本
盆
栽
作
家
協
会
の
今
年

の
研
修
旅
行
は
、
台
湾
の
玉
山

に
自
生
し
て
い
る
樹
齢
３
千
年

も
あ
る
と
言
わ
れ
る
真
柏
を
見

に
行
く
こ
と
で
あ
る
。
全
部
で

11
名
も
の
参
加
を
得
た
。

私
の
友
人
で
あ
る
鄭
誠
恭
氏

に
現
地
で
の
世
話
を
頼
ん
だ
。

私
は
、彼
の「
技
術
と
人
間
性
」

を
尊
敬
し
て
い
る
。
彼
の
園
に

は
、
古
木
の
盆
栽
や
台
湾
で
60

年
培
養
さ
れ
た
真
柏
の
素
材
が

庭
に
植
え
ら
れ
て
い
た
。
ま
た

彼
は
舎
利
や
ジ
ン
を
創
る
マ
シ

ン
や
彫
刻
刀
な
ど
の
道
具
も
開
発

し
て
い
る
純
粋
な
職
人
で
あ
る
。

27
日
の
夜
、
阿
里
山
の
宿
に

泊
り
、
翌
朝
、
体
力
に
自
信
の

あ
る
若
者
達
７
名
の
「
玉
山
」

登
山
組
と
「
阿
里
山
公
園
」
を

散
策
す
る
私
を
含
む
高
齢
３
名

と
に
別
行
動
と
な
っ
た
。（
玉
山

登
山
組
の
様
子
は
、
下
段
の
吹
田

氏
の
「
玉
山�

登
山
記
」
を
参
照
）

私
達
は
、
紅
檜
の
巨
木
を

見
に
行
っ
た
。
台
湾
で
２
番

目
に
太
い
樹
で
あ
り
、
樹
齢

２
７
０
０
年
の
紅
檜
は
圧
巻
で

あ
っ
た
。
ま
さ
に
神
宿
る
巨
樹

で
あ
っ
た
。
私
は
生
命
の
尊
厳

に
畏
敬
の
念
を
感
じ
た
。

翌
日
、「
故
宮
博
物
院
」
で
登

山
組
と
合
流
し
た
。
登
山
組
の

話
を
聞
く
と
雨
と
強
風
と
寒
さ

と
酸
欠
と
急
な
岩
場
等
で
大
変

き
つ
か
っ
た
そ
う
で
、
高
齢
組

は
登
ら
な
く
て
正
解
で
あ
っ
た
。

故
宮
を
見
学
し
た
後
は
、
梁

悦
美
教
授
の
招
待
で
昼
食
を
と

り
、
教
授
の
紫
園
の
盆
栽
美
術

館
の
拝
見
と
な
っ
た
。
９
０
０

坪
の
敷
地
を
持
つ
美
術
館
で
、

お
父
様
の
代
か
ら
引
き
継
が
れ

た
素
晴
ら
し
い
美
術
品
も
陳
列

さ
れ
て
い
る
。
教
授
は
、
盆
栽

大
師
と
し
て
、
世
界
の
盆
栽
界

に
貢
献
し
て
い
る
素
晴
ら
し
い

人
物
で
あ
る
。

１
３
０
０
年
前
に
中
国
で
生

ま
れ
た
「
盆
景
」
が
８
０
０
年

前
に
日
本
に
渡
来
し
、
日
本
の

風
土
と
美
意
識
に
よ
っ
て
「
盆

栽
」
に
精
華
さ
れ
、
今
で
は
世

界
の
「
Ｂ
Ｏ
Ｎ
Ｓ
Ａ
Ｉ
」
に
な

り
得
た
。
し
か
し
私
が
今
、
危

惧
し
て
い
る
事
は
、
台
湾
や
中

国
に
日
本
が
遅
れ
を
と
る
事
で

あ
ろ
う
。
も
っ
と
日
本
の
若
い

作
家
や
業
者
が
グ
ロ
ー
バ
ル
な

も
の
の
見
方
を
し
、
勉
強
し
て

研
鑽
を
し
て
欲
し
い
も
の
で
あ

る
。
大
自
然
で
生
ま
れ
育
っ
た

樹
種
の
自
生
地
か
ら
学
ぶ
事
は

貴
重
な
体
験
に
な
る
。

鄭誠恭先生（前列中央）を囲んで

阿里山の 2700 年の樹齢の紅檜梁悦美教授（前列左から３人目）を囲んで

玉山山頂にて

自生している真柏の数々（上、右） 厳しい崖道を行く

11 10

８
月
28
日
朝
か
ら
登

山
開
始
、
宿
か
ら
８
・
５

㎞
先
の
山
荘
を
目
指
す
。

危
険
な
崖
を
通
り
山
荘

到
着
ま
で
７
時
間
も
か

か
っ
た
。
翌
29
日
朝
２
時

起
床
、
あ
い
に
く
の
風
雨

の
中
、
５
時
半
に
出
発

し
て
玉
山
山
頂
を
目
指

す
。
川
と
化
し
た
登
山
道

を
進
む
と
真
柏
の
森
に

な
っ
た
。
み
ん
な
目
の
色

が
変
わ
っ
た
。
初
め
て
見

た
真
柏
の
群
生
地
、
感
動

の
一
言
。
自
然
に
捻
転
し

た
様
は
芸
術
品
だ
。
上
に

登
る
程
、
木
は
小
さ
く
な

り
人
の
背
丈
ほ
ど
に
な

る
。
頂
上
近
く
に
な
る
と

断
崖
絶
壁
を
チ
ェ
ー
ン

に
捕
ま
り
な
が
ら
登
る
。

や
っ
と
玉
山
主
峰
登
頂
。

標
高
３
９
５
２
m
。
気
温

１
度
。
み
ん
な
よ
く
頑

張
っ
た
。
私
は
酸
欠
に

な
っ
た
為
、
ゆ
っ
く
り
下

山
開
始
。
天
然
真
柏
を
見

な
が
ら
の
下
山
は
格
別

で
、
各
自
脳
裏
に
焼
き
付

け
た
こ
と
と
思
う
。

な
に
よ
り
、
今
回
の
玉
山

登
山
を
手
配
し
て
く
だ

さ
っ
た
鄭
誠
恭
先
生
、

本
当
に
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。

�

※�

よ
り
詳
細
な
登
山
記

は
、〈�http://nbsk

.info�

〉

を
ご
参
照
く
だ
さ
い
。

★

真
柏
自
生
地
見
学
　

　

玉
山 

登
山
記　
　
吹
田�

勇
雄

（日本盆栽作家協会常任幹事）

　　　　　小林 國雄

※日本盆栽作家協会では会員を募集中です。ご興味のある方は巻末記載の事務局にご連絡下さい。＜ http://nbsk.info ＞
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日本盆栽作家協会　海外交流記 中国・如
ルーガオ

皋市、イタリア・ミラノ
アメリカ・カリフォルニア

「第 4 回 中国風盆景展」

1213

２
０
１
７
年
9
月
27
日
か

ら
１
週
間
、
中
国
の
如
皋

（
ル
ー
ガ
オ
）
市
の
「
第
4
回�

中
国
風
盆
景
展
」
に
弟
子
の

神
康
文
君
と
参
加
し
た
。

中
国
は
何
度
行
っ
て
も
奥

の
深
さ
に
驚
か
さ
れ
る
。
如

皋
は
１
０
０
０
店
舗
も
の
園

芸
業
者
が
集
ま
っ
た
村
で
、

政
府
が
支
援
し
て
く
れ
る
シ

ス
テ
ム
も
あ
り
、
も
の
す
ご

い
規
模
で
あ
る
。

帰
り
に
は
上
海
で
「
日
中

友
好
親
善
」
の
テ
レ
ビ
の
収

録
と
雑
誌
の
取
材
が
あ
っ
た
。

９
月
に
同
じ
会
場
で
行
わ
れ

た
ば
か
り
な
の
に
、
今
回
は

若
手
の
中
国
ナ
ン
バ
ー
ワ
ン

を
決
め
る
競
技
大
会
で
あ
る
。

２
０
０
名
の
若
手
作
家
が
参
加

し
、
会
場
に
は
熱
気
と
緊
張
感

が
た
だ
よ
っ
て
い
た
。

盆
栽
の
造
形
美
を
創
る
点
に

於
い
て
は
日
本
は
も
う
負
け

て
い
る
だ
ろ
う
。
私
の
一
番

弟
子
の
吹
田
勇
雄
君
は
技
術

と
セ
ン
ス
を
評
価
さ
れ
、
か

な
り
高
い
日
当
を
頂
い
て
い

る
が
彼
を
必
要
と
し
な
く
な

る
の
も
時
間
の
問
題
で
あ
る
。

技
術
や
管
理
培
養
や
鉢
合

わ
せ
、
陳
列
と
飾
り
な
ど
の

精
神
面
な
ど
の
総
合
的
に
は

多
少
日
本
が
進
ん
で
い
る
が
、

中
国
の
盆
栽
に
向
か
う
情
熱

に
は
と
て
も
か
な
わ
な
い
。

日
本
の
盆
栽
は
画
一
的
な

規
格
に
は
め
込
ん
だ
造
形
的

な
盆
栽
だ
が
、
中
国
の
盆
栽

は
自
然
を
取
り
入
れ
た
伸
び

や
か
で
雄
大
な
樹
形
が
多
い
。

読
者
の
皆
さ
ま
に
は
、
各
国

で
勢
い
を
増
す
盆
栽
熱
に
気
づ

い
て
欲
し
い
。

我
々
は
伝
統
あ
る
盆
栽
文
化

発
祥
地
に
生
ま
れ
た
の
だ
。
私

は
こ
の
揺
る
ぎ
な
い
誇
り
を
胸

に
、
今
日
も
世
界
の
空
を
飛
ぶ
。

第
40
回
Ｇ
Ｓ
Ｂ
Ｆ
の
盆

栽
大
会
に
メ
イ
ン
ゲ
ス
ト

と
し
て
招
か
れ
た
。

ア
メ
リ
カ
に
お
け
る
盆

栽
の
草
創
者
は
ジ
ョ
ン
・

仲
氏
で
あ
る
が
、
彼
の
死

後
、
盆
栽
の
レ
ベ
ル
の
進

歩
と
発
展
は
あ
ま
り
無
い

よ
う
で
あ
る
。
私
が
感
じ

る
ア
メ
リ
カ
の
国
民
性
は
、

盆
栽
に
お
け
る
美
的
意
識

よ
り
も
盆
栽
愛
好
家
同
士

の
交
流
を
楽

し
む
こ
と
が

主
体
で
あ
る

よ
う
だ
。

熊
本
県
か

ら
来
て
こ
ち

ら
に
永
住
し

て
い
る
島
津

孝
士
さ
ん
が

真
柏
の
自
生

地
へ
案
内
し

て
く
れ
る
と

言
う
の
で
、

東
京
都
の
約

１
・
５
倍
の
面
積
３
１
９
６

平
方
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
の
広

大
な
ジ
ョ
シ
ュ
ア
・
ツ
リ
ー

国
立
公
園
へ
車
で
向
か
っ

た
。
砂
漠
地
帯
を
通
り
抜

け
る
と
奇
岩
の
巨
礫
の
山

が
神
秘
的
な
景
色
を
た
だ

よ
わ
せ
て
い
た
。
車
か
ら

降
り
る
と
目
の
前
に
樹
齢

千
年
も
あ
る
よ
う
な
真
柏

が
あ
ち
ら
こ
ち
ら
に
生
え

て
い
た
。

第
40
回
Ｇ
Ｓ
Ｂ
Ｆ
盆
栽
大
会

　
　

２
０
１
7
年 

10
月
25
日
～
30
日

　
　

米
国
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
州　

（日本盆栽作家協会常任幹事）

　　　　　小林 國雄

イ
タ
リ
ア
の
「
ク
レ
ス

ピ
ー
カ
ッ
プ
」
に
招
聘
さ

れ
、
妻
と
二
人
で
ミ
ラ
ノ
に

向
か
っ
た
。
ク
レ
ス
ピ
ー
盆

栽
園
の
広
い
園
内
が
会
場
と

な
り
、
会
期
中
に
2
万
人
近

い
入
場
者
が
あ
る
と
聞
か
さ

れ
驚
い
た
。
確
か
に
始
ま
る

と
多
く
の
人
で
賑
わ
い
、
ま

る
で
国
風
盆
栽
展
を
一
人
で

開
催
し
て
い
る

よ
う
だ
。

私
は
盆
栽
と

水
石
の
審
査
と

デ
モ
ン
ス
ト
レ
ー

シ
ョ
ン
、
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
を
任
さ

れ
た
。
そ
し
て
出

品
参
加
者
の
入

賞
、
入
選
賞
に

私
の
サ
イ
ン
を

３
０
０
枚
近
く

書
い
た
。
世
界

に
盆
栽
大
学
が

あ
る
の
は
ま
だ
こ
こ
だ
け
で

あ
る
。
ク
レ
ス
ピ
ー
は
な
か

な
か
の
事
業
家
で
あ
る
。

私
の
デ
モ
ン
ス
ト
レ
ー

シ
ョ
ン
は
一
位
の
山
取
り

素
材
を
改
作
し
た
。
ア
シ

ス
タ
ン
ト
に
日
本
盆
栽
作

家
協
会
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
支
部

の
エ
ド
ワ
ル
ド
・
ロ
ッ

シ
ー
が
勤
め
て
く
れ
た
。

「
ク
レ
ス
ピ
ー
カ
ッ
プ
」

　
　
　
　

２
０
１
7
年 
9
月
13
日
～
17
日

　
　
　
　

於 

イ
タ
リ
ア
・
ミ
ラ
ノ　

ブ
ラ
ッ
ク
シ
ザ
ー
ズ
世
界
盆
栽
作
家
大
会

 　
　

 

２
０
１
7
年
12
月
６
日　

於 

中
国
・
如ル
ー
ガ
オ皋
市

2017 年 9 月 27 日〜 10 月３日
於 中国・如

ルーガオ

皋市

★ ★★

ジョシュア・ツリー国立公園の真柏自生地
クレスピー盆栽園内の大教室に多数の受講生が集まった
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作 家 展 主 旨

本
協
会
が
主
催
す
る
作
家

展
は
、
生
き
た
伝
承
芸
術
、

盆
栽
作
家
の
精
神
高
揚
と

高
度
な
盆
栽
美
を
作
出
す

る
こ
と
に
あ
り
ま
す
。

盆
栽
作
家
は
人
間
性
の

豊
か
な
感
性
を
磨
き
、
自

然
愛
を
基
本
と
し
た
芸
風

を
作
品
に
表
現
さ
れ
る
こ

と
が
、
最
も
大
切
で
あ
り
、

お
互
い
を
研
鑽
し
合
い
、

盆
栽
文
化
の
一
層
の
発
展

を
切
望
す
る
も
の
で
あ
り

ま
す
。

し
か
し
、
盆
栽
作
家
を

め
ざ
す
条
件
は
大
変
に
厳

し
く
、
自
然
と
の
調
和
を

図
り
、
永
い
修
練
の
中
か

ら
体
得
し
、
そ
の
積
み
重

ね
か
ら
美
の
心
を
包
合
す

る
作
業
で
あ
り
ま
す
。
今

日
の
作
家
群
が
明
日
の
社

会
に
ク
リ
エ
イ
テ
ィ
ブ
な

ボ
ン
サ
イ
・
ア
ー
ト
と
し

て
、
環
境
保
全
等
に
貢
献

で
き
る
こ
と
を
期
待
い
た

し
ま
す
。

平成 30 年７月４日、安倍晋三首相が初めて大宮盆栽美術館を訪れました。
ご案内は当協会会長で美術館の管理官である山田登美男が担当しました。
祖父の岸信介元首相の愛蔵された貴重盆栽第一号の「かりん」や「いわしで」と世界盆栽
大会招致の記念盆栽「五葉松　銘：輪の舞」そして日本一の「五葉松　銘：日暮し」の前
では特に時間をさいて楽しいひとときを過ごされました。

「 Sakka Ten  2018  Spain 」
2018 年  11 月２日〜５日　スペイン / アルカラ・デ・チベルト

https://www.facebook.com/SAKKATEN

平成 30 年８月 14 日　日本盆
栽作家協会ヨーロッパ支部のス
ペイン支部会長�チャビさん一行
が来日され、「Sakka�Ten�2018�
Spain」についての協力を要請さ
れました。
当協会本部より、山田会長、
秋山実、会長秘書の３人を講師
等で派遣することになりました。

前回のスペイン大会の模様を紹介した現地の新聞

第
26
回 

作
家
展

　
後
　
期

黒松・銘「翔鶴」　鉢：紫泥外縁長方�　小林 國雄（東京都）
入手した際は、樹冠がかなり右側に大きかったため、左の一の枝の流れに合わせて植え付けの角度を少し変え、空間と流れを
創り出し、個性を生かしてみました。2000 年の「第 74 回 国風展」に出品し、満点で国風賞を受賞した名木です。



五葉松　　

鉢：和長方

秋山 実（山梨県）

この五葉松は、戦後
に産出され、山採り
からおよそ 70 年間
にわたり鉢で培養さ
れてきたものです。
自然の摂理で主幹の
下枝は枯れ落ち、作
り込む前に、すでに
文人木の素質を形成
しておりました。自
らの重みによって枝
が下がる自然の様を
出すように心掛け、
作 り 込 ん で き ま し
た。枝先も自然の風
合いが出て、五葉松
独特の柔らかさが出
てきたと思います。

寒ぐみ

鉢：朱泥丸

菊岡 成泰（奈良県）

寒空に銀色の小さな目立
たない花が微笑ましい姿
で 輝 い て い ま す。 や が
て 4 月から５月上旬頃に
赤色の実が花よりも大き
く美しくなると、野鳥が
やってきます。実を鑑賞
するのが通例ですが、盆
栽界では「寒ぐみ」と呼
んでこの時季の姿を楽し
んでいます。

長寿梅　鉢：海鼠外縁長方　　福舘 治（岩手県）
この長寿梅は、恩人の趣味家が長年持ち込んだ樹で、私が入手してから更なる樹格向上を目指し、左の一の枝を伸ばし、
左への流れを強調しようと培養しています。引き締まった印象を出したくて、海鼠長方鉢を合わせました。

五葉松　鉢：和長方　　馬場 守一（群馬県）
この五葉松は、ある程度の樹形は入手前から完成しており、私自身が苦心した点は特にありません。時々眺めたり、手
入れ作業をしたり、楽しみながら作っている一点です。



花梨　�鉢：和楕円　　松田 大実（神奈川県）
株立ちの花梨で、取木仕立てで 35 年になります。ようやく小枝も密生して鑑賞して楽しめる姿になりました。今後は
根張りもできて大樹の花梨になることを楽しみにしております。

石榴（ざくろ）　　鉢：東福寺緑釉長方　　矢内 信幸（大阪府）
石榴でこんなに伸び伸びと鉢持ち込みされた盆栽は今日では大変に珍しいと思います。図柄が文人風の古色で晩秋の美しさを感じ
ます。特に人気の東福寺鉢との調和が盆樹を引き立てています。

荒皮もみじ

鉢：�紫泥外縁隅切雲
足長方

岩城 哲也（東京都）

荒皮もみじでの文人木
は稀であり、立ち上が
りから小枝に至るまで
細かくやさしい線を描
いています。短冊型の
鉢に合わせる事で、左
に大きく空間を取り、
左に流れる樹姿との調
和が図られています。

オリーブ　　鉢：縁釉長方

風間 雄一（千葉県）

イタリア原産のオリーブの盆栽
です。蔵者の長い丹精により、
年々と樹格を上げています。
ここまでの実成りは近年にな
く、秋の深まりとともに成熟
していくオリーブの実は、イ
タリアの原風景を想像させて
くれます。



表　紙：松：『美術盆栽図』明治 25 年 発行 より　ⓒ 清香園 提供
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